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令和６年度各会計決算

令和６年度決算　事務・事業は概 ね効果的に執行
   ふるさと納税3295万円増加！ 自主財源確保の柱として期待

認
定

会計別 歳　入 前年度比 歳　出 前年度比 差引余剰額 議決の内容
一 般 会 計 50億6832万円 ▲ 8.6％    49億7519万円 ▲ 8.8％  9313万円 全員賛成
国民健康保険特別会計 　 3億4724万円 ▲ 5.0％ 　 3億3853万円  ▲ 6.0％       871万円 全員賛成
診 療 所 特 別 会 計           3769万円 　 14.6％            3769万円 　 14.6％              0 全員賛成
介 護 保 険 特 別 会 計 　 3億0842万円 3.3％ 　 2億7448万円  0.2％       3394万円 全員賛成
後期高齢者医療特別会計           5016万円  4.8％           4989万円  4.9％            27万円 全員賛成

合　　　計    64億6877万円   0.7％    62億6644万円  0.3％  2億0233万円

簡易水道
事業会計

収益 　 9758万円 - 　 9440万円 - 318万円 全員賛成資本 6308万円 - 8221万円 - ▲ 1913万円

農業集落排水
事業会計

収益       7838万円 - 8015万円 - ▲ 177万円 全員賛成資本 1692万円 - 2245万円 - ▲ 553万円

　

令
和
６
年
度
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
と
も
に
事
務
・
事
業
が

概
ね
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、
健
全

財
政
を
基
本
と
し
て
、
産
業
の
振

興
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
の

整
備
、
教
育
の
充
実
、
定
住
促
進

な
ど
重
点
施
策
が
推
進
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
。
基
金
や
公
有

財
産
の
運
用
に
つ
い
て
も
適
正
か

つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
自
主
財
源
の

柱
で
あ
る
村
税
が
定
額
減
税
な
ど

の
影
響
に
よ
り
個
人
村
民
税
が
減

収
し
、
固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車

税
は
増
加
し
た
も
の
の
、
全
体
で

２
３
７
万
円
の
減
収
と
な
っ
た
。

公
営
住
宅
や
牧
野
、
営
農
用
水
な

ど
の
使
用
料
も
減
少
し
、
物
価
高

騰
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
で

住
宅
使
用
料
の
未
収
額
が
拡
大
し

た
。
財
産
収
入
も
減
少
し
た
一
方

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
金
は
３
２
９
５
万
円
増
と
な

り
、
自
主
財
源
確
保
の
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
。
笑
顔
が

輝
く
移
住
定
住
応
援
基
金
や

酪
農
振
興
基
金
の
繰
入
金
減

少
な
ど
に
よ
り
、
繰
入
金
は

７
３
７
３
万
円
減
、
諸
収
入
も

減
少
し
た
。
依
存
財
源
で
は
、

地
方
交
付
税
が
６
２
２
８
万
円

増
加
し
た
一
方
、
国
庫
支
出
金

は
学
校
改
修
補
助
金
の
増
加
が

あ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
の
減
に
よ
り

４
５
０
１
万
円
減
、
村
債
も

大
規
模
改
修
事
業
の
減
少
で

３
億
８
９
６
６
万
円
減
と
な
っ

た
。

　

今
後
は
、
庁
内
一
体
と
な
っ

た
徴
収
体
制
の
強
化
、
滞
納
整

理
、
納
税
意
識
の
啓
発
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
、
安
全
で
有

効
な
基
金
運
用
な
ど
に
よ
り
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
事
務
事
業
の
効
果
検
証

や
経
費
節
減
を
進
め
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運

営
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
の
実
現
が
求
め
ら
れ

る
。

一般会計決算のあらまし
①歳入決算額は 50 億 6831 万円となり、前年度より 4 億 7919 万円の減収となった。
　国・道からの支出金や借入金の減額などが主な要因である。
②自主財源の村税は 237 万円の減収となった。村民税が減少したが固定資産税と軽
　自動車税は増加となった。
③ふるさと納税は 3295 万円の増加となった。

監

査

意

見
代表監査委員
灰塚 玲子  氏
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令和６年度
の決算はど
うなった？

2億5061万円

1億5869万円

議会だよりつるい　№187№ 187　　 議会だよりつるい　№187№ 187

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
９
～
11
日

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
９
～
11
日

1億9514万円

令和６年度決算
　令和６年度決算を棒グラフや表にま

とめました。

一般会計
歳出

一般会計
歳入

1億9082万円

鶴居中学校大規模改修工事
5億5571万円
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決
算
委
員
会
９
月
10
～
11
日

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
10
～
11
日

議会だよりつるい　№187№ 187 議会だよりつるい　№187№ 187

▽
Ｅ
Ｃ
Ｏ
な

暮
ら
し
を
応
援

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
な
暮
ら
し
応
援

事
業
補
助
金
と
は
？

　

も
と
も
と
は
太
陽
光
発
電
と
木

質
燃
料
を
推
進
す
る
別
々
の
補
助

金
を
一
つ
に
ま
と
め
た
事
業
で

す
。
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
が
２

件
、
蓄
電
池
の
み
が
７
件
、
薪
ス

ト
ー
ブ
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
発
電
に
は
最
大
30
万

円
、
蓄
電
池
に
は
最
大
20
万
円
、

薪
ス
ト
ー
ブ
に
は
二
分
の
一
補
助

で
最
大
15
万
円
の
補
助
金
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

む
ら
づ
く
り
支
援
業
務

委
託
の
実
施
内
容
は
？

　

こ
の
事
業
は
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
創
出
を
業
務
と
し
て
お

り
、
鶴
居
な
ら
で
は
の
戦
略
的
な

取
り
組
み
を
行
う
た
め
に
、
色
々

な
事
業
者
同
士
を
つ
な
ぐ
役
割
や

指
導
な
ど
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

２
９
８
万
円

▽
む
ら
づ
く
り

　
　

支
援
委
託

２
５
３
万
円

東 隆行 委員長 

  令和６年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では７委員が   ７７の質問をしました！

　令和６年度一般会計および特別会計の各会計決算は、 松井廣道

議長と監査委員の大津泰則議員を除く 7 議員で構成される決算特

別委員会を設置し、 これに付託して審査を行いました。

　事業内容や事業効率、 効果などについて活発な質疑を行い、 議

案ごとに討論、採択を行った結果、全ての議案を 「認定すべきもの」

と決定しました。

決算特別委員会のあらまし

決算
特別委員会

企
画
財
政
課
長
補
佐

企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

進
捗
状
況
は
？

　

平
成
27
年
に
策
定
し
た
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
検
証
を
実
施

し
、報
告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

▽
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

１
３
２
万
円

▽
ど
さ
ん
こ
牧
場

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　
　

ど
さ
ん
こ
牧
場
は
以
前

は
住
み
込
み
職
員
が
宿
泊
な
ど
の

管
理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
職
員
が
交
代
で
泊
ま
っ
て
管
理

し
て
い
ま
す
。
宿
泊
管
理
人
の
募

集
が
必
要
で
は
？

　
募
集
し
た
が
上
手
く
定
着
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
宿
泊
専
任
の
管
理

人
を
置
く
に
は
指
定
管
理
料
の
増

額
が
必
要
な
の
で
公
社
の
な
か
で

十
分
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
フ
ォ
ト

　

コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
さ
れ
た
写
真
の
著
作
権

は
？
民
間
で
も
使
え
る
？

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
さ

れ
た
作
品
に
は
、
著
作
権
で
は
な

く
村
に
使
用
権
が
あ
り
ま
す
。
使

用
の
目
的
は
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
公
益

的
な
活
動
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

そ
の
他
、
村
が
使
用
目
的
を
認
め

た
も
の
は
、
民
間
企
業
な
ど
で
も

写
真
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
入
れ
る
こ

と
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

移
住
体
験
住
宅
２
棟
を

18
世
帯
35
人
が
利
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
は
？

　
移
住
体
験
住
宅
を
利
用
さ
れ
た

夫
婦
一
組
が
移
住
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
担
当
課
で
申
し
込
み

方
法
な
ど
を
工
夫
し
た
こ
と
で
、

30
代
や
40
代
の
現
役
世
代
の
利
用

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

▽
移
住
体
験
住

　

宅
の
効
果
は

１
５
９
万
円

▽
出
産
祝
金

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

出
産
祝
金
の
内
訳
は
？

　

村
の
単
独
事
業
で
、
第
一
子
に

10
万
円
、
第
二
子
に
20
万
円
、
第

三
子
以
降
に
30
万
円
を
支
給
し
ま

す
。
６
年
度
は
第
一
子
３
件
、
第

二
子
４
件
、三
子
以
降
２
件
で
す
。

１
７
０
万
円

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
人
材

▽
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
人
材
交
流

５
３
万
円

企
画
財
政
課
長
補
佐

交
流
事
業
支
援
業
務
の
実
績
は
？

　

こ
の
事
業
は
、
村
と
連
携
協
定

を
結
ん
だ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
子
会

社
ネ
ク
ス
ト
モ
ー
ド
株
式
会
社
か

ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
事
業
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
Ｄ
Ｘ
現
場
の
最
前

線
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
に
よ
る

講
演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

５
５
万
円

企
画
財
政
課
長
補
佐

企
画
財
政
課
長
補
佐

▽
ク
マ
の
捕
獲

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
で
は

ク
マ
の
捕
獲
は
０
頭
？

　

６
年
度
は
０
頭
で
す
。
７
年
度

は
現
在
ま
で
に
３
頭
捕
獲
し
て
い

ま
す
。
箱
わ
な
も
３
機
設
置
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

村
で
も
最
近
は
目
撃
情
報
が
増

え
お
り
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
に
も

出
没
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

が
ん
健
診
の
受
診
率

は
？

　
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
の

受
診
率
は
６
年
度
で
約
49
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
が
ん
健
診
の

　
　

受
診
率
は

４
６
２
万
円

保
健
福
祉
課
長
補
佐

産
業
振
興
課
長

副
村
長

▽
釧
路
湿
原
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　
　

釧
路
湿
原
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
と
し
て
宮
島
岬

と
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
修
景
伐
採
と
ク
マ
の

問
題
は
？

　

村
内
の
ガ
イ
ド
や
専
門
家
、
国

家
機
関
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

ク
マ
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
北
海
道
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
や
鶴
居
村
で
長
い
ガ
イ
ド
経

験
が
あ
る
人
は
ク
マ
に
対
応
で
き

る
で
あ
ろ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
景
伐
採
に
つ
い
て
は
、
宮
島

岬
は
先
端
部
の
伐
採
が
終
了
し
て

い
ま
す
。
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
は
現
在

多
く
の
ガ
イ
ド
が
利
用
し
て
お

り
、
意
見
の
集
約
が
ま
だ
出
来
て

い
な
い
の
で
、
修
景
伐
採
は
出
来

て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

１
６
９
万
円

企
画
財
政
課
長
補
佐

鶴居村フォトコンテスト
2025 の応募が始まる！



  令和６年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では７委員が   ７７の質問をしました！

６７ 議会だよりつるい　№187№ 187　　 議会だよりつるい　№187№ 187

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
10
～
11
日

決算
特別委員会

▽
基
金
残
高
が　

　

過
去
最
高
の

　

７
３
億
円
に

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

基
金
残
高
が
過
去
最
高

の
73
億
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

基
金
の
使
い
方
は
？

　
　

基
金
を
保
有
す
る
こ
と
は
財
政

運
営
を
安
定
す
る
強
み
に
も
な
り

ま
す
が
、
今
後
、
５
年
、
10
年
先

を
見
据
え
、
基
金
を
ど
う
運
用
し

有
効
に
活
用
し
て
い
く
か
は
大
き

な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
公
共
施
設
の
改
築
を
進
め

て
き
た
こ
と
な
ど
で
借
入
金
残
高

も
多
く
な
り
返
済
額
も
増
え
、
人

口
減
少
も
進
み
税
収
も
減
少
し
ま

す
の
で
一
定
の
基
金
の
保
有
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
規
模
を
考
え
る
と
大
き
な

基
金
に
見
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

借
入
残
高
の
推
移
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
な
ど
を
考
え
る
と
必
要

な
額
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
設
課
長

▽
歩
道
の
草
刈

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

食
材
の
高
騰
に
よ
り
学

校
給
食
の
内
容
が
さ
み
し
く
な
っ

て
い
る
と
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
状
況
は
？

　
　

確
か
に
、
給
食
の
お
か
ず
が
唐

揚
げ
１
個
と
い
う
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
の

意
義
に
は
、
栄
養
に
つ
い
て
理
解

し
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
を
取
る
こ
と

と
、
多
く
の
友
達
と
楽
し
く
食
事

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
現
在
、
給
食
費
は
保
護

者
負
担
で
は
な
く
て
行
政
が
負
担

し
て
お
り
、
必
要
な
予
算
が
執
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
算

に
も
限
り
が
あ
る
の
で
、
給
食
の

意
義
を
守
り
な
が
ら
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
食
材
の
高
騰

　

と
学
校
給
食

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

村
道
の
歩
道
の
一
部
で

は
温
水
に
よ
る
除
草
し
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果
は
？
ま
た
、
除
草

剤
を
使
用
し
て
は
？

　

温
水
で
の
除
草
作
業
、
市
街
地

中
心
に
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
か
ら
面
積
を
減
ら
し
て

年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
草
剤
は
今
ま
で
使
用
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
り
の
畑

や
花
壇
な
ど
に
被
害
が
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

村
長  

決
算
委
員
会
９
月
10
～
11
日

４
７
９
万
円

▽
大
型
バ
ス
の

　
　
　

修
繕
料

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　
　

大
型
バ
ス
の
エ
ン
ジ
ン

の
調
子
が
悪
く
年
数
も
経
っ
て
き

て
い
る
が
、
現
状
は
？

管
理
課
長

　

バ
ス
運
行
会
社
か
ら
の
報
告
で

は
、
エ
ン
ジ
ン
は
と
て
も
調
子
が

良
い
が
、
排
気
系
統
の
セ
ン
サ
ー

異
常
に
よ
り
出
力
を
抑
止
す
る
現

象
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
く
更
新

す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
故

障
個
所
を
適
切
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

す
る
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
使
用
可

能
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

板
宏
哉
委
員

　
　
　
　

タ
ン
チ
ョ
ウ
再
発
見
か

ら
１
０
０
年
事
業
の
今
後
は
？
１

年
だ
け
で
終
わ
り
？

　

１
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
確
か
に
そ
の

年
だ
け
で
終
わ
る
話
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
今
後
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▽
タ
ン
チ
ョ
ウ
再
発

見
か
ら
１
０
０
年
事
業

４
４
５
万
円

社
会
教
育
課
主
幹

▽
フ
ァ
ミ
ス
ポ

ア
ッ
プ
指
定
管
理

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

フ
ァ
ミ
ス
ポ
ア
ッ
プ
の

利
用
状
況
は
？

　
令
和
６
年
度
の
利
用
人
数
は

１
万
８
６
８
６
人
、
５
年
度
が

１
万
６
７
５
５
人
だ
っ
た
の
で
約

５
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

３
２
０
０
万
円

社
会
教
育
課
長

４
７
９
万
円

令和９年４月に議員選挙があります。
町村議員は全国的になり手不足です。町村議員は全国的になり手不足です。

若者や女性の立候補をお待ちしています。若者や女性の立候補をお待ちしています。 　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は12月10日(水)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

▽
診
療
所
の

　

電
子
カ
ル
テ

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
委
員

　
　
　
　

診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ

で
他
の
病
院
と
つ
な
が
る
？

　

現
状
、
今
の
シ
ス
テ
ム
で
は
釧

路
の
拠
点
病
院
な
ど
と
診
療
デ
ー

タ
の
や
り
取
り
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
関
係
で
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
は

医
療
連
携
出
来
る
よ
う
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長

教
育
長

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

水
道
事
業
に
は
水
道
法

が
あ
り
、
そ
の
中
に
３
原
則
と
し

て
「
清
浄
（
水
質
）」「
豊
富
（
水
量
・

水
圧
）」「
低
廉
（
料
金
）」
と
い

う
理
念
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
国
民
の
生
活
自

体
に
必
要
な
も
の
を
供
給
す
る
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
水
道
料
金
に
跳
ね
返
る
よ

う
な
大
き
な
事
業
な
ど
の
計
画

は
？

　
　

上
水
道
事
業
に
は
約
１
０
０
㎞

の
水
道
管
が
あ
り
、
浄
水
場
も
含

め
全
て
更
新
す
る
と
30
億
円
く
ら

い
の
事
業
費
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
ど

う
進
め
る
か
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、
不
採
算
の
部
分
を
止
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
全
て
の

水
道
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▽
水
道
事
業

　
　

の
今
後
は

建
設
課
長

お問合せ：議会事務局 0150-64-2511
メールアドレス：gikai@vill.tsurui.lg.jp



松井廣道議長

　第３回定例会は 9月 9日に開会し、11日に閉会しました。
　村長からの提出議案は19件で、内訳は報告 2件、決算認
定 7件、人事案件 1件、補正予算 4件、条例案件 2件、規
則変更 3件です。議員発議案は 3件で、すべての議案が原
案通り可決されました。
　一般質問では、5議員が 9項目の質問で村政を問いました。

定例会のあらまし

８議会だよりつるい　№187№ 187

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
９
～
11
日令和７年度各会計補正予算

会計別 補正額 総　額 議決の内容
一 般 会 計 1億1182万0千円　　 52億8687万3千円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 771万4千円　 3億5191万4千円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 3519万3千円 3億3059万3千円 全員賛成により可決
後期高齢者医療特別会計 163万5千円 5483万5千円 全員賛成により可決

鶴居小学校と下幌呂小学 校にエアコン設置
　　　　　                    議員が注目      した事業は？

９ 議会だよりつるい　№187№ 187　　

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
９
～
11
日

▽
田た

中な
か　

敏と
し

行ゆ
き  

さ
ん

　
　
　
　
　

新
任
（
59
歳
）

　

任
期
は
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

▽
教
育
長
の
任
命

９月議会
でどんな
ことを？

９
月
定
例
会

▶つるぼーの家にイタリア製ソフトクリーム機
　つるぼーの家にソフト
クリームの機械を導入し
ます。ずいぶん高額な機
械だと思いますが、どの
ような機械ですか。

【産業振興課長】経年劣化により不具合が生じ
ており、新しいソフトクリーム機械に更新しま
す。この機械はイタリア製で、アタッチメント
を変えることによってソフトクリームを巻く形
を調整することができるなど、ハイスペックな
機械となっています。

吉田保博議員

板宏哉議員

松井洋和議員

東隆行議員

松井俊治議員

▼
教
育
長
と
は
？

　

教
育
長
は
、
地
方
公
共
団
体
の

教
育
委
員
会
の
ト
ッ
プ
で
、
教
育

委
員
会
の
会
務
を
総
理
し
、
教
育

行
政
の
責
任
を
負
う
「
教
育
行
政

の
第
一
義
的
な
責
任
者
」
で
す
。

具
体
的
に
は
、
教
育
委
員
会
の
事

務
局
を
統
括
し
、
す
べ
て
の
事
務

を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
地
方
公
共
団
体
の
長
が
、
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

▶夢の杜団地内にある村有地の立木伐採
　下幌呂夢の杜団地内の
支障木を伐採しますが、
どのような内容ですか。
また、伐採した木は販売
しますか。

【企画財政課長補佐】村政懇談会で地域から要
望があり、５月に夢の杜団地の全住民から要望
を集めたところ 200 本以上の伐採要望があり
ました。伐採した木は、住民から欲しいという
声もありましたが、公平性や危険なども考慮し
て村の処分場に残置します。今後、販売できる
ものがあれば検討したいと考えます。

▶小学校にエアコン設置
　村の単独予算で鶴居小
学校と下幌呂小学校に冷
房設備を設置します。億
の予算がかかると思って
いましたが、どのような
設備になりますか。

【管理課長】今回は高額な高圧受電設備工事が
必要な業務用エアコンではなく、一般的なルー
ムエアコンを各小学校に設置します。下幌呂小
学校は各教室に１台づつ、鶴居小学校にはオー
プン教室と職員室には２台づつ設置するので
13 教室に 18 台設置します。

▶東京で鶴居村を PR（地方創生）

▶下幌呂小学校のスケートリンク整備を取りやめ

４２９万円

８７８万円

３４２０万円

　地方創生伴走支援事業
として PR 事業を東京で
開催しますが、どのよう
な事業内容となります
か。

【企画財政課長補佐】地方創生支援官とアドベ
ンチャートラベル事業のPRを協議したところ、
日本の中心である東京でメディアを招いて発表
することが効果的であるとなりました。来年２
月に東京 FM ホールでアドベンチャートラベル
事業や官民連携の取り組みを発表します。

　今後、下幌呂小学校で
はスケートリンクを作ら
ないということですか。
また、体育のスケート授
業は釧路で行うのです
か。

【管理課長】今年度から下幌呂小学校ではスケー
トリンクを作りません。冬のスケート授業は、
全校児童で釧路市内のスケートリンクを使用し
た授業に切り変えます。今回は釧路市内のス
ケートリンク３回分の使用料７万６０００円を
計上しています。

２３６万円

　８万円

松井俊治議員



松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

報告
令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告　
財政健全化を判断する比率の報告。本村は問題なし。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度継続費清算報告　
令和 7年 5月３１日までの継続費の清算報告。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の改正
村職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部改正
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正による改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

村職員の育児休業等に関する条例の一部改正
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正による改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

規則の変更
北海道市町村総合事務組合規約の変更
構成する組合の脱退による変更。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
構成する組合の脱退による変更。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

北海道市町村公務災害補償等組合規約の変更
構成する組合の脱退による変更。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度決算の認定
一般会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
国民健康保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
診療所特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
簡易水道事業会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農業集落排水事業会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度補正予算
一般会計（第３号）
主に小学校のエアコン設置費や支障木伐採などの増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計（第1号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

任命
教育長の任命（田中敏行さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書（国に提出）
国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地方財政の充実・強化に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
義務教育の機会均等の確保と教育予算の確保・充実を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
採
決
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

賛成：〇
反対：×
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９月定例会
審議した議案と結果

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
９
～
11
日

10議会だよりつるい　№187№ 187

一般質問一般質問

　松
まつ

井
い
　洋

ひろ
和
かず

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P12
①最近の役場職員は忙しいと聞きます

　板
いた

　宏
ひろ

哉
や
　議員　　　　　　　　　　　 　　　　　P13

①大規模な太陽光発電事業を防ぐために

５
人
の
議
員
が

５
人
の
議
員
が
９９
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　佐
さ
藤
とう

　吉
よし

人
ひと

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P14
①災害時の広域避難体制は
②村民への除雪体制確立を

　及
おい

川
かわ

　満
みち

浩
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P16
①村の災害対策は
②旧幌呂小学校の利活用は
③子育て支援センター「こすもす」の運用は

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
　　　―（15.00） 　　　―（20.00） 　　　6.5（25.0） 　　　―（350.0）

特別会計の名称 資金不足比率
水道特別会計 　―　（20.0）

農業集落排水事業特別会計 　―　（20.0）　

○健全化判断比率 （単位：％）

※実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がない場合は「―」と標記する。
　カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

※資金不足額がない場合は「―」と標記する。カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

（単位：％）○資金不足比率

▽
財
政
は
健
全

　

令
和
６
年
度
決
算
で
の
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
良

好
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
を
超

え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
や
外
部

監
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　吉
よし

田
だ
　保

やす
博
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P15
①学校統合後の児童生徒の状況は
②外資などの村内土地購入状況は
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一
般
質
問   

板 

宏
哉

議会だよりつるい　№187№ 187　　

松
井 

７
月
の
全
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
の
講

演
の
中
で
、
今
の
自
治
体
職
員
は

事
務
量
が
増
え
て
い
て
と
て
も
忙

し
い
と
聴
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
伺

い
ま
す
。

①
条
例
上
の
職
員
定
数
は
75
人
で

す
が
、
現
在
の
職
員
数
は
何
人
で

す
か
。
実
際
に
一
人
が
担
当
す
る

事
務
量
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

②
昨
年
度
に
途
中
で
退
職
す
る
職

員
が
複
数
人
い
ま
し
た
。
近
年
は

ど
こ
も
成
り
手
不
足
で
、
自
治
体

職
員
を
目
指
す
人
も
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
退
職
す
る
こ
と
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
採
用
す
る

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
の
確
保

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

一
般
質
問   

松
井
洋
和

事務量が増えている？職員の研修は？生成 AI の導入は？
最近の役場職員は忙しい
村長　事務量は増加。DX や効率化に努める

村
長 

①
役
場
職
員
数
は
、

現
行
の
条
例
定
数
75

名
に
対
し
、
村
長
部
局
が
59
名
、

教
育
委
員
会
が
８
名
、
議
会
事
務

局
が
２
名
、
農
業
委
員
会
が
１
名

の
70
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
応
す
べ
き
事
務
は
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

板
いた

 宏
ひろ

哉
や
 議員

板 

現
在
、
釧
路
湿
原
周
辺
で

大
規
模
太
陽
光
発
電
所（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
建
設
に
つ
い
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
村
で
は
「
鶴
居
村
美
し
い

景
観
等
と
太
陽
光
発
電
事
業
と
の

共
生
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

て
お
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は

６
月
の
第
２
回
定
例
会
で
も
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
注
目
を
集
め
て
い
る
建

設
場
所
は
釧
路
市
で
す
が
、
そ
の

建
設
予
定
地
は
釧
路
市
か
ら
鶴
居

村
へ
の
道
道
沿
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
鶴
居
村
を
訪
れ
る
人
の
多

く
が
目
に
す
る
場
所
で
す
。

　

現
在
、
鶴
居
村
で
は
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
を
は
じ
め
、
鶴

居
村
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

観
光
事
業
の
取
り
組
み
も
注
力
し

て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
釧
路
湿

原
を
取
り
巻
く
周
辺
地
域
で
の
大

規
模
太
陽
光
発
電
所
の
工
事
と
い

う
の
は
、
鶴
居
村
へ
の
影
響
も
少

な
か
ら
ず
発
生
し
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
報
道
の
よ
う
な
大
規
模

太
陽
光
発
電
所
の
建
設
は
今
後
も

釧
路
湿
原
を
取
り
巻
く
周
辺
地
域

で
も
発
生
し
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

①
各
地
域
の
住
民
の
意
向
に
そ
ぐ

わ
な
い
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の

建
設
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど

は
、
釧
路
湿
原
周
辺
の
自
治
体
間

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
建
設
場
所
が
他
の
自
治
体
の
エ

リ
ア
で
あ
っ
て
も
、
釧
路
湿
原
を

中
心
と
し
た
観
光
推
進
の
観
点
か

ら
、
広
域
連
携
と
し
て
の
取
り
組

み
に
よ
り
美
し
い
景
観
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
対
策
を
す
る
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
鶴
居
村
へ
の
観

光
促
進
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

村
長 

豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
日
本
最
大
の
湿

地
で
あ
る
釧
路
湿
原
は
、
特
別
天

然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ

め
、
多
く
の
貴
重
な
動
植
物
の
生

息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年

は
そ
の
周
辺
地
域
で
の
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
施
設
所
の
建
設
が
相

次
ぎ
、
周
辺
地
域
の
生
態
系
や
景

観
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
１
点
目
の
釧
路
湿
原

周
辺
部
に
お
け
る
自
治
体
間
の
情

報
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
内

で
事
業
者
か
ら
の
相
談
や
申
請
を

受
け
付
け
て
お
り
、
必
ず
し
も
連

携
し
た
情
報
共
有
の
枠
組
み
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
様
々
な
行
政
機
関
の

会
議
や
湿
原
保
全
に
関
す
る
協
議

の
場
な
ど
で
情
報
や
話
題
な
ど 

が
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
釧
路
湿
原
周
辺
の
地

域
、
管
内
自
治
体
な
ど
と
の
連
携 

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
認

識
し
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
広
域
連
携
に

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
し

て
い
ま
す
か
。

③
今
後
、
人
材
育
成
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
職
員
に
向
け
て
の
研
修
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
人
材
育
成
に
対
す
る
考
え
を

伺
い
ま
す
。

④
業
務
を
効
率
化
す
る
の
に
生
成

Ａ
Ｉ
の
導
入
は
と
て
も
効
果
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
役
場

業
務
に
は
守
秘
義
務
の
あ
る
情
報

が
多
く
あ
り
一
般
に
出
回
っ
て

い
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
向
い
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
治
体
Ａ
Ｉ

「zevo

」
と
い
う
自
治
体
向
け
の

が
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
導
入
を
検

討
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
Ａ

Ｉ
導
入
へ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

大規模な太陽光発電事業を防ぐ
村長　国・北海道・周辺自治体と連携

住民の意向にそぐわないメガソーラーを防ぐために広域連携を

よ
る
景
観
維
持
と
観
光
振
興
に
つ

い
て
で
す
が
、
釧
路
湿
原
や
そ
の

周
辺
部
は
地
域
や
関
係
自
治
体
で

守
る
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、 

自
然
環
境
や
良
好
な
景
観
を
維
持

す
る
こ
と
は
広
域
観
光
な
ど
の
視

点
か
ら
も
不
可
欠
な
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
な
ど
か
ら
、
他

自
治
体
で
進
め
ら
れ
る
大
規
模
な 

太
陽
光
発
電
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
も 

町
村
相
互
の
情
報
共
有
や
連
携
は 

必
要
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
村
の「
美
し
い
景
観
等
と
太

陽
光
発
電
事
業
と
の
共
生
に
関
す

る
条
例
」
に
は
、
他
市
町
村
の
生

活
環
境
に
影
響
が
及
ぶ
場
合
に
、

関
係
す
る
市
町
村
長
に
意
見
を
求

め
る
条
文
を
明
記
し
て
お
り
、
広

域
的
な
考
え
方
に
も
立
っ
た
条
例 

の
規
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
条
例
の
規
定
に
基

づ
く
具
体
的
な
対
応
の
機
会
は
存

在
し
ま
せ
ん
が
、
国
や
北
海
道
、

関
係
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
自
然
環
境
や
景
観
保
全
の
維
持

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

②
令
和
６
年
度
の
中
途
に
よ
る
職

員
の
退
職
は
４
名
と
な
り
、
そ
の

う
ち
２
名
が
自
己
都
合
、
２
名
が

早
期
希
望
退
職
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
新
卒
１

名
、
社
会
人
経
験
者
３
名
の
計
４

名
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
に
対
す
る
印
象
は
、
一

般
論
と
し
て
安
定
し
た
堅
実
な
職

業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
一
方

で
、 

事
務
量
の
増
加
や
人
員
不
足

な
ど
、
現
場
の
実
態
が
注
目
さ
れ

若
い
世
代
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
全
国
的
に
公
務
員
を
目
指
す

若
者
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
の
は
事
実
で
あ
り
、 

本
村
で

も
、
採
用
試
験
の
申
込
者
数
は 

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

③
町
村
会
が
主
催
す
る
様
々
な
研

修
機
会
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
ほ

か
、
機
会
を
捉
え
な
が
ら
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
へ
の
派
遣
に
よ

る
専
門
的
な
知
識
の
習
得
、 

担
当

業
務
に
よ
る
研
修
、
国
内
や
海
外

派
遣
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、 

中
堅
職
員
な
ど
を
対

象
に
国
の
機
関
や
北
海
道
へ
派
遣

す
る
な
ど
、
多
様
な
業
務
経
験
を

積
ま
せ
な
が
ら
広
い
視
野
や
柔
軟

な
対
応
力
を
養
い
、
職
員
個
々
の

能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

④
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
今
後
の

自
治
体
業
務
の
効
率
化
に
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

文
書
の
作
成
や
住
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
自
動
応
答
、

会
議
資
料
な
ど
の
作
成
、
デ
ー
タ

分
析
、
多
言
語
対
応
、
さ
ら
に
専

門
的
な
知
識
を
要
す
る
業
務
な
ど 

に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
情
報
の
漏
洩
や
個
人
情
報
の

保
護
な
ど
の
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。
現
状
で
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
生
成
物
の
内
容

を
自
ら
確
認
す
る
こ
と
や
個
人
情

報
を
入
力
し
な
い
こ
と
な
ど
の
留

意
事
項
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
限

定
的
に
利
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
行
政
事
務
に
限
定
し

た
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
確

保
や
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
な
ど
も

含
め
、 

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

一
般
質
問   

吉
田
保
博
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吉
田 

幌
呂
小
中
学
校
が
鶴

居
小
中
学
校
に
統
合

さ
れ
６
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
児
童
生
徒
は

元
気
に
登
校
し
て
い
る
と
推
測
し

ま
す
が
、
報
道
に
よ
り
ま
す
と
不

登
校
の
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
学
校
生
活

で
熱
中
症
に
な
っ
て
い
な
い
か
な

ど
、
村
内
の
現
状
に
つ
い
て
見
解 

を
伺
い
ま
す
。

村
長 
こ
れ
ま
で
に
、
村
内

で
開
発
を
目
的
と
し

た
土
地
購
入
に
関
わ
る
取
引
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、北
海
道
が
制
定
す
る「
水

資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
に

よ
り
、
村
内
10
か
所
の
水
源
池
周

辺
半
径
１
㎞
を
保
全
区
域
と
し
、

総
面
積
お
よ
そ
６
５
０
０
ha
、 

１
４
４
２
筆
の
土
地
を
水
資
源
保

全
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す 

。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
保
全
地
域

内
で
土
地
の
権
利
を
移
転
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
契
約
締
結
の
３

か
月
前
ま
で
に
北
海
道
知
事
へ
の

事
前
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
や
指
導

を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
水
資
源
の
確
保
に
努
め

る
た
め
、 

北
海
道
な
ど
と
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
水
源
池
の
保
全
や

適
正
な
土
地
利
用
に
配
慮
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す 

。

熱
中
症
を
警
戒
す
る
状
況
も
あ
っ

て
、
暑
さ
の
中
、
保
健
室
で
休
む

児
童
生
徒
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
・
学
校
と
し
て
は
、

引
き
続
き
熱
中
症
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染

症
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
生
徒
が
元
気
に
学
校
に
通
え
る

よ
う
、 

必
要
な
対
策
を
講
じ
な
が

ら
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

教
育
長 

幌
呂
小
学
校
、

幌
呂
中
学
校
が

閉
校
に
な
り
、
こ
の
４
月
か
ら
鶴

居
小
学
校
、
鶴
居
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
を
含
め
、
村

状
況
や
対
応
に
つ
い
て
村
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

佐
藤 

去
る
、
７
月
30
日
８

時
24
分
に
発
生
し
た
、

千
島
半
島
地
震
に
よ
る
津
波
避
難

警
報
は
記
憶
に
新
し
い
所
で
す
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
釧
路
市
内
で

多
少
の
潮
位
変
動
が
あ
っ
た
程
度

で
、
津
波
に
よ
る
建
物
や
イ
ン
フ

ラ
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
自
分
が
見
た
道
々
53

号
線
沿
線
の
北
斗
・
温
根
内
・
鶴

見
台
や
役
場
向
い
の
駐
車
場
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
店
前
の
駐
車
場
は

い
ず
れ
も
満
杯
で
し
た
。

　

今
回
の
避
難
警
報
は
海
岸
地
域

が
対
象
で
し
た
が
、
こ
れ
が
も
し

内
陸
性
の
地
震
や
噴
火
な
ど
の
被

害
が
村
内
で
も
発
生
し
た
場
合 佐

さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

7 月 30 日の千島半島地震では村に避難者があふれていたが。
災害時の広域避難体制は
村長　今回の避難を検証し相互連携

村
長 

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沖
で

の
地
震
発
生
に
よ
り

発
令
さ
れ
た
津
波
警
報
に
よ
り
、

本
村
へ
向
か
う
車
両
な
ど
に
よ
っ

て
、
湿
原
展
望
台
付
近
か
ら
鶴
居

市
街
地
域
ま
で
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

な
ど
に
待
機
す
る
方
々
が
あ
ふ

れ
、
路
上
駐
車
に
よ
る
渋
滞
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
配

慮
す
る
た
め
、
総
合
セ
ン
タ
ー

や
下
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
開
放
し
、
備
蓄
品
の
飲
料
水
や

食
料
の
提
供
、
さ
ら
に
鶴
居
市
街

地
の
公
共
施
設
駐
車
場
な
ど
を
使

用
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
津
波
警
報
や
注
意
報
の

解
除
ま
で
時
間
を
要
し
た
こ
と
か

ら
、
職
員
を
常
駐
さ
せ
て
翌
朝
ま

で
の
滞
在
を
希
望
さ
れ
る
方
に
総

佐
藤 

令
和
７
年
３
月
定
例

会
で
も
質
問
し
ま
し

た
が
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
村

内
各
地
域
で
は
除
雪
が
困
難
な
民

間
住
宅
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
一
度
村
と
し
て
調
査
し
、
さ

ら
に
福
祉
除
雪
枠
の
拡
大
な
ど
に

村
民
へ
の

　

除
雪
体
制
確
立
を

村
長 

福
祉
除
雪
の
制
度
は
、

高
齢
者
な
ど
の
自
力

に
よ
る
除
雪
が
困
難
で
あ
る
方
を

地
域
内
で
支
え
合
う
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
除
雪
協
力
者
や
除
雪

作
業
車
の
確
保
な
ど
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
一
般
家
庭
や
地
域
間
の
公

平
性
な
ど
を
保
つ
観
点
か
ら
も
対

象
と
な
る
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
は

当
面
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

な
お
、 

除
雪
協
力
者
な
ど
に

は
、
一
世
帯
当
た
り
年
間
10
回
ま

で
を
限
度
に
一
律
１
万
５
０
０
０

円
を
支
援
と
し
て
お
り
、
限
度
を

超
え
た
場
合
の
上
限
額
を
２
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、 

燃
料
費
や
物
価
の
上

昇
、
協
力
者
の
確
保
な
ど
を
踏
ま

え
、 

限
度
額
な
ど
の
見
直
し
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

学校統合後の児童生徒は
教育長　元気に学校に通えるように対策

４月から幌呂小中学校が統合しているが子供たちの状況は。

吉
田 

最
近
、
個
人
・
日
本

企
業
・
外
資
系
企
業

な
ど
の
土
地
購
入
開
発
な
ど
が
道

内
で
増
加
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
山
林
、
雑
種
地
、
水
源

の
あ
る
土
地
が
注
目
さ
れ
て
い
る

な
ど
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

地
下
水
が
自
由
に
採
取
さ
れ
る

こ
と
で
、
周
辺
地
域
の
地
下
水
枯

渇
や
水
道
水
へ
の
供
給
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
、
村
内
で
直

近
に
開
発
目
的
で
の
土
地
の
購
入

外
資
な
ど
に
よ
る
村
内

　

の
土
地
購
入
状
況
は

に
、
押
し
寄
せ
て
く
る
隣
接
地
域

の
住
民
へ
の
対
応
は
可
能
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
広
域
避
難
救

護
体
制
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

合
セ
ン
タ
ー
や
下
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
使
用
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

村
の
公
共
施
設
に
は
、
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
最
大
60
名
程
度
、
下

幌
呂
コ
ミ
セ
ン
で
30
名
程
度
の
方

が
一
時
的
に
避
難
さ
れ
、
全
体
の

避
難
者
は
、
車
両
数
の
状
況
な
ど

か
ら
数
百
人
に
及
ん
だ
と
推
察
し

ま
す
。

　

こ
う
し
た
広
域
的
な
避
難
の
状

況
を
受
け
て
、
村
で
は
釧
路
市
の

防
災
担
当
な
ど
と
事
後
検
証
を 

行
い
、
今
後
も
相
互
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
協
議
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

内
の
児
童
生
徒
の
今
年
度
の
学
校

生
活
の
様
子
は
、
病
気
な
ど
で
欠

席
し
て
い
る
児
童
生
徒
も
み
ら
れ

ま
す
が
、
概
ね
、
落
ち
着
い
た
様

子
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
新
た
な
環
境
の
も
と

で
は
、 

不
安
感
や
緊
張
感
、
戸
惑

い
な
ど
も
当
然
あ
り
ま
す
の
で
、 

学
校
で
は
、
そ
う
し
た
認
識
の
下

で
児
童
生
徒
を
見
守
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
不
登
校
の
児
童
生
徒

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、 

令
和
５
年

度
の
全
国
調
査
で
は
、 

過
去
最
多

の
約
34
万
人
、
11
年
連
続
し
て
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、「
不
登
校
」

を
、
病
気
や
経
済
的
理
由
を
除
き

年
度
間
で
30
日
以
上
欠
席
し
て
い

る
場
合
と
し
て
お
り
、 

本
村
で
は

今
の
と
こ
ろ
該
当
す
る
児
童
生
徒

は
い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
児
童
生
徒

に
も
起
こ
り
得
る
も
の
と
捉
え
、 

留
意
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
暑
さ
の
影
響
で
す
が
、

夏
季
休
業
前
の
７
月
は
、
気
温
や

湿
度
の
高
い
日
が
続
き
、 

連
日
、
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及
川 
今
年
７
月
に
ロ
シ
ア
・

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

沖
で
の
大
地
震
が
あ
り
、
改
め
て

災
害
対
策
へ
の
準
備
の
必
要
性
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
鶴
居
村
の
住
民
の
う
ち
、
介
助

が
必
要
な
ど
の
理
由
を
持
つ
福
祉

避
難
者
に
対
す
る
名
簿
の
整
理
や

活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
道
は
今
年
、
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
人
道
支
援
の
国
際
的
基
準
の

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
修
正
を
行
い
ま

し
た
。
村
の
対
応
方
針
を
伺
い
ま

す
。

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
で
の

対
応
が
内
閣
府
な
ど
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
村
の
対
応
状
況
を

伺
い
ま
す
。

④
施
設
へ
の
対
応
は
、
耐
震
化
は

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

一
般
質
問   

及
川
満
浩

議会だよりつるい　№187№ 187

カムチャッカ半島沖地震で災害対応への準備の必要性が。
村の災害対策は
村長　適切な運営体制が取れるよう対応

村
長 

①
独
居
高
齢
者
な
ど

の
避
難
支
援
が
必
要

な
場
合
は
、
村
が
管
理
す
る
名
簿

な
ど
を
活
用
し
ま
す
。
今
後
、
自

力
で
避
難
で
き
な
い
方
へ
の
支
援

を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

②
ス
フ
ィ
ア
基
準
は
１
人
あ
た
り

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
設
定
す

る
こ
と
や
ト
イ
レ
の
数
な
ど
を
基

準
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
村
で

は
、
現
在
ま
で
ス
フ
ィ
ア
基
準
へ

の
改
正
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
避
難
者
登
録
時
の
配
慮
や
相
談

窓
口
の
設
置
、
避
難
所
運
営
体
制

へ
の
女
性
の
参
加
、
さ
ら
に
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
な
ど
が

必
要
と
な
り
、
内
閣
府
が
推
奨
す

る
対
応
策
に
沿
う
よ
う
配
慮
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
そ
の
必
要
性
は
理
解
し
ま
す

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
協
議
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

17 議会だよりつるい　№187№ 187　　

及
川 

廃
校
に
な
っ
た
旧
幌

呂
小
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て
、

①
地
域
で
備
品
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
管
理
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
冬
期
間
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
へ
の
給

餌
活
動
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
特

に
住
民
へ
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

村
長 

悪
天
候
や
気
温
の
上

昇
な
ど
で
外
出
す
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
は
屋
外

で
の
活
動
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
発
令
時
な
ど
は
、
園
児
の
健
康

状
態
な
ど
に
配
慮
し
て
園
庭
の
利

用
を
控
え
て
い
ま
す 

。

旧
幌
呂
小
学
校
の

　
　
　
　

利
活
用
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
避
難
所
と
な

る
体
育
館
の
空
調
施
設
の
整
備
も

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
況
と
今
後
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

の
方
々
が
、
世
代
を
超
え
て
協
力

し
な
が
ら
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

活
動
と
し
て
主
体
的
に
給
餌
を
継

続
す
る
こ
と
こ
そ
、
意
義
深
い
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

及
川 

外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
る
こ
と

は
、非
常
に
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

今
以
上
に
外
で
子
ど
も
た
ち
を

の
び
の
び
遊
ば
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
の
外
遊
び
は

村
長 

①
使
用
済
み
の
備
品

は
、
有
効
活
用
を
す

る
た
め
他
の
学
校
へ
移
管
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、 

旧
学
校
内
に
残

る
物
品
な
ど
を
、
他
の
施
設
や
地

域
、
最
終
的
に
一
般
の
方
々
な
ど

に
も
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長 

②
給
餌
活
動
が
、

両
校
の
閉
校
に

よ
っ
て
途
絶
え
て
ほ
し
く
な
い
と

切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、 

地
域

議員別に定例会などでの
質問回数を数えてみました

  質問の回数ばかりではなく、 その内容や議場以外での活動も議員として大切な仕事です。

村民の皆さまに議会 ・ 議員に興味を持ってもらう一つのデータとして掲載しています。

しかし、質問の回数が直接議員を評価するものではありません。

議
員
の
質
問
回
数

表
紙
の
写
真

　

今
回
の
表
紙
の
写
真
は
、

議
会
事
務
局
長
が
９
月
下
旬

の
早
朝
に
望
鶴
峡
か
ら
撮
影

し
た
写
真
で
す
。　

　

実
は
、
本
人
に
と
っ
て
は

納
得
の
い
か
な
い
写
真
の
よ

う
な
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
素
晴
ら
し

い
写
真
で
す
よ
ね
。

　

今
後
も
期
待
で
す
。

　

８
月
19
日
、
札
幌
市
で
の
北
海

道
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
、
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
の
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

芳
野
政
明
氏
か
ら
「
議
会
の
見
え

る
化
」「
住
民
と
の
信
頼
築
く
」

を
テ
ー
マ
に
議
会
広
報
の
基
本
と

編
集
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
中
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
仁
木
町
と
鷹
栖
町
の
議
会

だ
よ
り
を
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　 全

道
町
村
議
会

　

広
報
研
修
会

全道から広報委員が集結

松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

令和５年度の合計質問回数 59 48 34 7 75 4 27 37

令和６年度の合計質問回数 30 29 45 14 78 12 16 31

令和７年５月臨時会　議案 1 1 2 1 1 1

令和７年６月定例会　一般質問 1 2 1 1 1 1

令和７年６月定例会　議案 3 5 2 2 2 3

令和７年６月臨時会　議案 1 1

令和７年９月定例会　一般質問 1 2 3 2 1

令和７年９月定例会　議案 2 2 2 2 1 4

令和７年９月　決算特別委員会 16 7 15 監査 25 委員長 6 8

令和７年度の合計質問回数 23 18 22 4 30 3 14 18

議会名
（
注
）
議
長
は
質
問
し
ま
せ
ん
。
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 さん地域おこし協力隊（NPO 法人 美しい村・鶴居村観光協会 出向）
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〒 085-1203 北海道阿寒郡鶴居村鶴居西 1 丁目 1 番地　　TEL　0154-64-2511

　皆様、はじめまして。令和 7 年 6 月より鶴居村へ移住し、
NPO 法人 美しい村・鶴居村観光協会に着任いたしました河野 ( か
わの ) と申します。
　私の名前は、あの有名な元デジタル大臣と全く同じ漢字を書き
ます。そのため自己紹介では驚かれることが多いのですが、実は
読み方が少し違います。しかし体は慣れたもので、名字の「こう
の」「かわの」どちらの読み方でも反応できるようになりました。
迷うことも多いと思うので、ぜひ下の名前の「たろう」と気軽に
お呼びいただけると嬉しいです。

　千葉県で育ち、社会人になってからは東京で仕事をしてきました。私の経歴は少し変わっ
ているかもしれません。最初は小売販売の現場でお客様と向き合うことから始め、総務人事
を経て、直近の前職ではデジタルマーケティングの世界へ。そこでは、企業のマーケティン
グ戦略設計から、SNS アカウント運用、広告配信、データ分析といった実行支援まで幅広
く担当し、特に人と情報がダイレクトにつながる SNS の活用を得意としています。
　そんな私がなぜ鶴居村にいるのか。
　実は今年の初めまで村のことは全く知らず、北海道自体も未踏の地でした。全ての始まり
は、年始に立てた「今年は、人生に直結する『きっかけ』があったら迷わず関わってみよう」
という抱負です。その前年に友人から「鶴居村へ遊びにこない？」と誘われたことが、私に
とっての大きな「きっかけ」となりました。
　そして今年 2 月、人生初の北海道として、この鶴居村を訪れたのです。
　どこまでも広がる白銀の世界で凛と響くタンチョウの声、美味しい食事に癒しの温泉、そ
して何より、この村で出会った方々の温かさ。初めての景色、初めての体験のすべてが私の
心を強く揺さぶり、その感動が冷めやらぬまま、気づけば 6 月には移住していました。年
始に決めた小さな抱負が、これほど大きな変化に繋がるとは自分でも驚いています。
　私の鶴居村でのミッションは、「鶴居村を『知らない』から『聞いたことがある』、そして

『行ってみたい』へ」と変えていくことです。
　日本には魅力的な観光地が数多くあります。その中で鶴居村だけを目指して来てもらうの
は簡単ではないでしょう。しかし、これほど魅力溢れる場所がまだ多くの人に知られていな

心に風を通したい、そう思ったその瞬間。
直感が「鶴居村」を選んでいた。

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

松
井
廣
道　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委

員

長　

佐
藤
吉
人

　

副
委
員
長　

板　

宏
哉

　

委　
　

員　

松
井
俊
治

　

委　
　

員　

松
井
洋
和

いのは、本当にもったいないと心から感じていま
す。これまで培ってきたデジタルマーケティング
の知識や SNS のスキルを活かし、この村の魅力
をより遠くへ、より多くの人に届ける一助となり
たいです。「SNS の使い方が分からない」「ネッ
トで情報発信したいが何から始めれば…」など、
デジタルに関してお困りの際は、お気軽にお声が
けください。
　村の一員としては新米ですが、皆様から鶴居村
を深く学び、この美しい村の未来に貢献していき
たいです。どうぞ、よろしくお願いいたします。


